
特別支援教室より
新しい年のはじまりは順調ですか？３学期は４月からの生活への準備期間としての２つの意味があ

ります。一つ目は、進級・進学に向けての準備が行われる時期です。９年生が希望する進路の実現に向

けて邁進する姿を後輩の皆さんは気づいているでしょう。もう一つは新しい学年に必要な基礎知識や心

構えを整える時期です。これは学習面の積み残しを減らすことだけではありません。進級して新しい友

だちと関わったり、さらに深い学習内容に挑戦することに前向きに頑張ろうとする気持ちを作る時期で

もあるということです。特別支援教室でもお子さまが来年度の生活をスムーズに始められるように、引

き続き丁寧にサポートして参ります。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

令和7年1月8日(水) 特別支援教室拠点校 品川区立浜川中学校

今後の予定
「拠点校個別指導計画（３学期の短期目標と手だて）」のご確認、ご提出ありがとうございます。

３学期は今年度の振り返りや次年度への引継ぎ事項等、お子様や保護者の方々と確認して進めていき

たいことが多くなります。２月中旬以降、次年度指導延長（継続）利用対象の保護者の方との面談を

予定しております。事前にご家庭でお子様と今年度の振り返りをしていただけますとより具体的な支

援に繋がります。お知らせが届きましたら、Formsでのアンケート回答や日程の調整等、ご協力のほ

どよろしくお願いいたします。

高等学校進学後の支援について

特別支援教室を利用している生徒たちが、中学校卒業後も安心して高校生活を送り、将来の社会参加や

自立を目指すことを目的に、令和3年度よりどの都立高校に進学した場合でも特別な指導を受けられるよ

うな仕組みがスタートしています。

１「通級による指導」

入学後に申請となります。在籍校の教員と専門的な知識やノウハウのある支援員によるティーム

ティーチング形式などの指導が受けられます。

2「コミュニケーションアシスト講座」

都立高校の教育課程外かつ学校外で実施する, 東京都教育委員会が主催する特別な講座です。

都立高校に在籍し、何らかの悩み・困り感を持つ生徒が対象です。

*対象となる生徒 ○対人関係やコミュニケーションが苦手 ○興味や関心が特定のことに偏る

○注意散漫で一つのことに集中できない ○衝動的に行動してしまう

○「読み」 「書き」 「計算」 などが特に苦手

*内容 自己理解、コミュニケーションやストレスマネージメントの学習等

令和６年度は通年長期講座、通年短期講座、長期休業中の集中講座（オンラインによる実施もあり）が

開催されました。申し込み方法、受講条件などの詳細は年度により変わることがありますので東京都教育

委員会HP等でご確認下さい。


